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る｡ キュウリ幼苗に対する病原性は分離株によって異なることから, 病原性の分化がうかがわれるが, 柄
原性の強い菌株では, 菌糸は根に付着すると, 日数の経過とともに根面上で発育し, 組織中に侵入して,
最後には根の表皮細胞を完全に破壊する｡
根因微生物の存在が土壌病原菌の活性に影響することはすでに論議されているが, 本論文では根圏微生
物集団の行動を解析するとともに, 根圏から分離 した糸状菌, 細菌, 放線菌の立枯病発生に及ぼす影響を
検討した｡ キュウリ幼暫根圏微生物はキュウリ品種によって, 質的にも量的にも異なるようであるが, 殺
菌土壌中での実験結果では, 病原菌を根圏糸状菌とともに接種すると, 立枯病の発生が僅かに抑えられ,
菌種の増加とともに発病の遅延が著しくなる傾向が認められた｡ 細菌, 放線菌を混合接種 した場合にも同
じような結果が得られたが, とくにグラム陰性細菌の場合に, その効果が顕著であった.
本病発生は病原菌の密度に関係し, 密度が高いほど発病が著しい｡ 一方病原菌の腐生的活性は環境によ
って異なり, 寄主の diseasepoteotialもまた環境によって変化する｡ したがって, 立枯病の発生は病原




原菌胞子の発芽, 菌糸の発育に影響して, 発病に大きく関係する｡ すなわち, 根の分泌物は根圏微生物,
病原菌の病原性, 腐生的活性,inoculum potentialの増強に重要な役割をはたしているものと思われる｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
土壌病害の研究は土壌微生物の生態を通じて, 疾病の生物的防除に重要な示唆を与えつつあるが, 本論





根圏から分離した糸状菌, 細菌, 放線菌をもちいて, 病原菌と根圏微生物との相互作用から発病機構を解




れらの分泌は苗令によって異なっている｡ そして, これらの分泌物は根圏微生物に影響すると同時に, 柄
原菌の病原性, 腐生的活性にも影響して,inoculum potentialの高揚をきたし, 発病に関係することを
明らかにした｡
以上本論文はキュウリ苗の立枯病を通じて土壌病害発生機構解析を試み, 種々の新知見を斎らしたもの
であって, 植物病理学の分野に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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